
①腹部を切開して、首、腕、膝を
切り離し、胴体をとりだす。

竜骨突起に沿って腹部を切開します。この
切り口から、全ての工程が進みます。その
後皮を破かないよう注意しながら、剥皮し
ていきます。

～用意するもの～
・メス
・解剖ばさみ
・ピンセット
・ホウ酸
・木綿
・針金

②あんこを作り、体、翼、脚の
長さをもとに針金を切り出す。

胴体の大きさに合わせてあんこを作ります。
丸めた木綿に糸を巻いて整形し、首、肩、

膝との接合部に印をつけます。

③頭部、翼、脚の除肉をする。

皮を裏返して除肉を進めます。
頭部は頸椎ごと切除し、頭骨を除肉、
翼は次列風切を爪でしごいて外し、手首
まで除肉、脚はかかとまで除肉します。

④シャンプー後、ドライヤーで
乾かす。ホウ酸をぬる。

羽根、皮についた汚れを落とすために
中性洗剤で洗濯します。その後ドライヤー
で乾燥させてふわふわにします。
また、皮全体にホウ酸水溶液を塗り込む
ことで防腐、防虫をします。

⑤頭、翼、脚に針金を通して固
定、その上から木綿で肉を盛る。

頭部は脳のあったところに木綿を詰め
針金を差し込み頸椎の肉を盛ります。
針金は翼では指骨の先まで、脚では足の
裏を貫通させ、骨に沿ってひもで固定しま
す。そのあとは頭部同様、肉を盛ります。

⑦あんこを腹部に入れて、首、翼、
脚の針金と接続、固定する。

②で印をつけた首、肩、膝それぞれの
接合部に、針金を差し込みます。また
余った針金をあんこに巻くなどして、接合

部のずれを防ぎます。

⑨1か月間乾燥させて、完成。⑧腹部を縫合して、台木に乗せ
て整形する。

①で切開した部分を縫合します。眼をつけ
て、台木に固定した後は整形です。その
鳥の普段の姿勢をイメージしながら
はく製の形を決めます。また乾燥中の

変形を防ぐため、所々に虫ピンを刺します。

⑥皮をもとの状態に戻し、
整形する。

特に頭部はまぶたの位置などがずれない
よう、注意が必要です。
この工程は最も羽根に負荷が掛かります
が、皮が腐ったり、幼羽や換羽中でない
限りほとんど羽根は抜けません。

・糸
・虫ピン
・中性洗剤
・ドライヤー
・台木


